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7月4日(土)、5日(日)に、
中央図書館で「水道週
間ポスターコンクール
入賞作品展」を開催し、
応募総数987点の中か
ら、入賞した152点を
展示しました。
その中から、特賞を受賞
した作品をご紹介しま
す！

たいせつな　水道守ろう　未来へと

上下水道局だより上下水道局だより 第49 号
令和 8 年 9 月 1 日

（第 68 回水道週間スローガン） 

６月１日～７日の第６８回水道週
間に合わせて、６月６日 ( 土 ) に
中福受水場を一般開放しました。
来場者の皆さんには、普段は見ら
れない施設内の見学や、給水袋の
組み立て、水道水を用いての残留
塩素の検査など、様々な体験をし
ていただきました。

受水場施設開放を実施しました

↑水道水に残っている塩素を見てみよう

★問い合わせ：総務企画課　☎２２３－３０６３

★問い合わせ：
総務企画課　☎２２３－３０６３

↑長い階段をのぼって
　配水池のてっぺんへ！
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　本市の水道事業・公共下水道事業・農業集落排水事業は、市が経営する地方公営企業として、原則、皆様
からいただく料金等を主な収入源とした独立採算制により運営しています。経営状況を明確にするため、民
間企業の会計制度に近い、公営企業会計制度を採用しています。その特徴は、経営活動による「利益」を見
る損益取引と、事業の元手となる「資金（資本）の増減」を見る資本取引を分けて経理することです。
　損益取引による収入・支出を収益的収支、資本取引による収入・支出を資本的収支といいます。

収益的収支
水道水を供給するための経費と財源

資本的収支
水道の施設を建設・改良するための経費と財源

収益的収支 
下水を処理するための経費と財源

収益的収支 
下水を処理するための経費と財源

資本的収支
下水道の施設を建設・改良するための経費と財源

資本的収支
下水道の施設を建設・改良するための経費と財源

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水管きょ改良事業（老朽化した汚水管きょの改良工事等）����������������４億６千万円
　 汚水管きょ整備事業（生活環境の改善のための汚水管きょ等の整備）������������６億９千万円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水ポンプ場改良事業（老朽化した汚水ポンプ場の改良工事等）����������������８百万円
　 処理場改良事業（老朽化した汚水処理場の改良工事等）������������������２千６百万円

★問い合わせ：財務課　☎２２３－３０６２

水道料金
56.8億円

その他の収入
9.3億円

県からの
水の購入費
26.9億円

水道施設等の
減価償却費
18.7億円

水道利用加入金 3.9億円

その他の支出
9.8億円

委託料
10.9億円

人件費5.3億円

収入
70.0
億円

収入
70.0
億円

支出
72.7
億円

支出
72.7
億円

企業債の支払利息1.1億円

収入
67.7
億円

収入
67.7
億円

支出
69.9
億円

支出
69.9
億円

下水道使用料
41.8億円

一般会計（市）からの
負担金・補助金
18.7億円

下水道施設等の
減価償却費
27.9億円

流域下水道
管理運営費負担金
19.9億円

その他の
収入
7.2億円

委託料5.6億円

人件費3.9億円
企業債の支払利息

1.9億円

その他の支出
10.7億円

収入
24.2
千万円

収入
24.2
千万円

支出
24.2
千万円

支出
24.2
千万円

一般会計（市）からの負担金・補助金
14.3千万円

下水道施設等の
減価償却費
8.1千万円

人件費
4.2千万円

委託料
5.4千万円

その他の収入
7.4千万円

企業債の支払利息1.2千万円 

処理施設使用料2.5千万円

その他の支出
5.3千万円

収入
28.9
億円

収入
28.9
億円

支出
44.1
億円

支出
44.1
億円

企業債
24.0億円

企業債の
元金返済
4.6億円

工事請負費
33.9億円

人件費1.6 億円

その他の支出 4.0億円

加入金・負担金等 4.9億円

不足額 15.2億円
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8.9
億円

収入
8.9
億円
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億円
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6.0億円 不足額  24.7億円

企業債の元金返済
8.5億円

工事請負費
17.1億円

人件費1.9億円

その他の支出
1.9億円

流域下水道建設負担金4.2億円

一般会計（市）からの負担金・補助金1.5億円
受益者負担金等0.2億円

国・県からの補助金0.9億円
その他の収入0.3億円

収入
8.8
千万円

収入
8.8
千万円

支出
10.1
千万円

支出
10.1
千万円

企業債
3.2千万円

企業債の元金返済
6.5千万円

工事請負費
3.4千万円

その他の支出0.2千万円

不足額
1.3千万円

一般会計（市）からの
負担金・補助金
5.5千万円

その他の収入0.1千万円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 配水管更新事業（基幹管路の耐震化や老朽化した配水管の更新）������������������  ２８億５千万円
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令 和 ８ 年 度 予 算 概 要令 和 ８ 年 度 予 算 概 要

※不足額については、内部留保資金で補填します。

※不足額については、内部留保資金で補填します。

※不足額については、内部留保資金で補填します。※消費税等を除いた損益は、5.8億円の赤字(純損失)を見込んでいます。

※消費税等を除いた損益は、4.0億円の赤字(純損失)を見込んでいます。

※消費税等を除いた損益は、0円を見込んでいます。

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）



令和8年 9月 1日� 上下水道局だより　第49号

3

★問い合わせ：水道工務課　☎２２３－３０７５

　令和８年３月１日発行の上下水道局だよりに掲載しました、「下水道管路の全国特別重点調査」について、
調査結果と現在の状況についてお知らせします。

路面下空洞調査状況（管路の埋設状況に応じて調査方法を選定しています。）

下水道管路の全国特別重点調査について

管路潜行目視調査　10.768㎞（合流管1.709㎞、雨水管9.059㎞）
調査概要

緊急度Ⅰ（１年以内に速やかな対策を実施）：該当なし
緊急度Ⅱ（応急措置を実施したうえで５年以内に対策を実施）：490ｍ

調査の結果

　緊急度Ⅱ判定となった箇所の管路については、道路の路
※

面下空洞調査に係る現地確認を完了しま
した。また、路面下空洞調査の結果に応じた対策を行うとともに、管路等の計画的な修繕、改築を行っ
ていきます。

現在の状況

※�路面下空洞調査とは、道路の下に存在する空洞の有無や位置、大きさを調べる調査です。地中レーダなどの探査
技術を用いて、道路の陥没やそれに伴う事故を未然に防ぐために行います。

★問い合わせ：事業計画課　☎２２３－０３３２

INFORMATION ！ 上下水道局では３台目となる給水車を導入しました
　川越市上下水道局では、能登半島地
震での応急給水活動の経験を踏まえ、
災害の際、断水や濁水の発生時に飲料
水を確保するための給水車を新たに	
１台導入しました。
　新しい車両のタンク容量は1,500
ℓで、加圧ポンプを搭載しているため、
受水槽や災害時に使用する仮設タンク
等へ直接給水することができます。
　今後は既存の２台の給水車と併せ
て、迅速かつ柔軟に応急給水活動を
行っていきます。

調査結果の詳細は、川越市
ホームページに掲載しています。

◀�ホームページは
こちらから

川越市
マスコット
キャラクター
ときも

管路内からの調査 道路面からの調査
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赤字(純損失)が拡大

　近年、水道管の老朽化に伴う漏水や破損等の事故が全国的に多く発生しています。老朽化した水道管の更
新には多額の費用を要することから、財源の確保が課題になっています。
　市の水道料金は平成9年度に現行の料金として以降、これまで維持してきていますが、今回は水道事業を
取り巻く状況と、それを踏まえた財務の状況についてお知らせします。

　引っ越しの日程が決まったら早めに水の窓口に使用中止・使用開始の	
予定日を連絡（電話・窓口・電子申請）していただくようお願いします。
水の窓口:川越市上下水道料金センター
主な業務	 水道の使用開始・使用中止の申し込み受け付け
	 水道料金・下水道使用料の受領及び支払い相談
所 在 地 	 川越市脇田本町10-16 BOビル地下1階
電話番号	 049-249-1911※お掛け間違いのないようにご注意ください。

営業時間	 月～土曜日　午前8時30分〜午後6時
休 業 日 	 日曜日・祝日・休日・年末年始（12月29日〜1月3日）

水道の使用開始・使用中止の電子申請はこちらから▶★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１

川
越
駅西

口
ロ
ー
タ
リ
ー

ウェスタ
川越

U_PLACE

国道 16号

BOビル地下１階
水の窓口：
川越市上下水道
料金センター

引っ越しの際は、必ず連絡してください

編集／発行　川越市上下水道局  総務企画課  〒 350-0054  川越市三久保町２０‐１０  ☎０４９‐２２３‐３０６３

【川越市公式ホームページ】https://www.city.kawagoe.saitama.jp
この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用しています。
また、印刷用の紙へリサイクルすることができます。

川越市シンボルマーク

★問い合わせ：総務企画課　☎２２３－３０６３

★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１

スマホ決済できます！ バーコードをバーコードを
読むだけ！読むだけ！

詳しくは
こちらから

市で配水している水の約9割が県から購入してい
る水ですが、その単価が今年度から74.74円 /㎥
に値上がりしました (昨年度までは61.78円 /㎥ )。

県水の
値上げ

法定耐用年数を経過した水道管の割合を示す管路
経年化率は、令和6年度末で31％となっており、
老朽化対策の必要性が高まっています。

老朽化
対策

水道管をはじめとした水道施設の維持管理、更新
等に必要となる資材や燃料などの費用が高騰して
います。

資材等
の高騰

令和8年度から赤字（純損失） が発生し、徐々に拡大することが見込まれています。

【市の水道事業を取り巻く状況】 【今後の収支の見通し(R7経営戦略より)】

������
  水道事業の財務状況について


